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 内部環境 外部環境 

＋ 

・学校全体は落ち着いており、まじめで素直な生徒が多い。 

・ほとんどの生徒が校則をきちんと守り生活することができている。生徒会活動や学 

校行事に積極的に参加している。 

・行動目標【自分から「よしなが」】が定着しはじめている。 

・地域へのボランティア活動や地域行事など、地域のために貢献する生徒が増えた。 

・教職員の指導が積極的で細やかであり、信頼している生徒・保護者が多い。 

・職場の雰囲気が明るく、穏やかで協力的な体制がある。また教職員の連携も深まっ 

ている。 

・豊かな自然に恵まれた地域であり、保護者からの理解や協力が得られやすい。 

・大変美しい学校で、施設・設備が整っている。特に ICT機器が整備されており、保 

護者や生徒の満足度が高い。 

・大半の保護者が子どもを吉永中学校に通わせて良かったと評価している。 

・地域の方が、学校に対して好意的であり、協力してくれるようになってきた。 

－ 

・生徒数が減少し、特別活動で活気が乏しい。また生活全般に主体性や粘り強さ・競 

争心に欠ける面がある。 

・固定した生徒集団の中で人間関係を変えられない生徒が多く、教育相談的個別対応 

が必要な生徒が多い。 

・基礎学力が定着しておらず、特別な支援を必要とする生徒が多い。メディアコント 

ロールができていない生徒もいる。 

・教職員の年齢構成が若年層とベテラン層に分かれており、経験や教育スキルの継承 

が課題である。 

・地域は少子高齢化のため、生徒数減による学級数減が進行している。 

・生徒の向上心を刺激するロールモデルが、地域で見つけにくい面がある。 

・家庭環境が様々であり、保護者の価値観も多様である。また学校への依存度が高い 

家庭もあり、要求が多様化している。 

学力向上 たくましい心と体の育成 積極的な生徒指導 
②岡山型学習指導のスタンダードの遵守 

・「なぜ」が湧く導入、「なるほど」が見えるまとめ 

・基礎・基本の定着 

・チャレンジナビを繰り返し活用（学ぶ意義・学び方） 

②授業のユニバーサルデザインや個に応じた指 

導の充実（特別支援教育の充実） 

 ・ICT機器の活用 

・授業規律・環境の工夫 

②授業と家庭学習とのリンク 

・生活ノート、自主学習ノートの活用 

・次時への課題提示と小テスト等の復習の実施 

・放課後学習会の推進 

・ＰＴＡと連携したメディアコントロールの取組 

②新学習指導要領の理解の深化 

④規範意識や人権意識の醸成 

・道徳の時間の充実 

・生徒主体の取組の充実 

①主体性の醸成 

・学校行事や生徒会活動、体験活動での取組の充実 

③自己や集団の責任を自覚させ、「やりきる、や 

らせきる」指導の徹底 

⑥ボランティア活動や地域行事への積極的な参 

加の推進 

・意義の理解、意欲の醸成、自己有用感の獲得 

⑤生命・安全を大切にする指導の充実 

・講師を招聘し専門的な見地からの指導の充実 

④自己・他者理解ができる指導の充実 

・ＳＳＴ・ストレスマネジメント等の実施と活用 

⑤基本的生活習慣の確立 

・凡事徹底（あいさつ・時間・清掃） 

④教育相談機能の充実 

・教職員の傾聴スキルの向上 

・QU等心理検査の実施と活用 

④組織的な生徒指導体制の構築 

・問題行動、いじめの未然防止・早期発見・対応 

・家庭との連携 

・ＳＣ・ＳＳＷ、関係機関等との連携 

④共感や規律の土台となる学級経営の工夫 

・ＯＪＴの充実 

・教員のスキルの共有 

 

特別支援教育の知的理解と実践的態度の育成 

地域社会・家庭との連携 

○ＰＴＡ ○地域ボランティア ○参観日・懇談  ○通信（学校学年・学級） ○学校ＨＰ ○こ小中連携 

立 志 
自分の将来の方向をはっきりと見定
め、成し遂げようとすること 

誠 実 
自他ともに大切にし、何事にも真面
目に取り組むこと 

剛 健 
心身ともに健康で、強くしっかりし
ていること 

志の実現に全力で取り組む心身ともにたくましい生徒の育成 

《こ小中一貫教育》 郷土を愛し、夢に向かって輝く吉永の子どもたち 

［立志］目標実現に向け、ひたむきに学ぶ生徒 ［誠実］思いやりの心をもち、共に高め合える生徒 ［剛健］困難に立ち向かい、やり遂げる生徒 

○本校の教育の目的を「世の中に貢献できる人材を育成する」「全ての生徒に自立（独り立ち）・自律（コントロール）できる力を身 

につけさせる」こととし、一丸となって教育活動を進める。 

○校訓「立志」「誠実」「剛健」が示す生徒像を目指した教育実践を通して、「志の実現に全力で取り組む心身ともにたくましい生徒」 

を育成し、生徒・保護者・地域から信頼される学校及び地域に開かれた学校づくりを推進する。 

○こ小中一貫教育でめざす子ども像「郷土を愛し、夢に向かって輝く吉永の子どもたち」を具現化した取組を中学校区で行い、地域 

に誇りをもつ生徒を育成する。 

めざす学校像                 めざす教職員像…良い大人モデル 

○生徒が主体的に取り組む学校        ○使命感をもち、愛情豊かな教職員 

○人権が守られ、ともに支え合う学校     ○自己研鑽をする教職員 

○生徒の自己実現のために協働する学校    ○同僚性・協働性を大切にする教職員 

○生徒・家庭・地域・教職員が誇りに思う学校   

《生徒の実態》 

○まじめで素直 

○規範意識も高い 

○地域ボランティア 

●学習習慣 

●主体性・競争意識 

●自己有用感 

 

《保護者の願い》 

○わかる授業と学力向上 

○基本的な生活習慣と家 

庭学習習慣の確立 

○子どもが将来の展望を 

もち成長する姿を実感 

○人権感覚の向上 

上記の教育理念や実態をふまえ、キャリア教育を学校経営の基盤に据え、教育活動を展開することで、学校教育目標の具現化を図る。 

①生徒が得意・夢・役割から志を立て、具体的な行動を考え、実践する等、ＰＤＣＡサイクルをまわす取組を行う 

②主体的に学べるように、学びの接続（一単位時間、社会・家庭）を図り、指導の工夫・改善に取り組み、学力向上に繋げる 

③行動目標【自分から「よしなが」】を推進し、「自分でやった、やり遂げた」という体験を積ませ、「褒める・労う」機会を増やすことで自己 

有用感を高める 

④生徒一人一人が認め合い、支え合う人間関係づくりができる積極的な生徒指導を推進する 

⑤生活習慣、学習習慣等、凡事徹底（当たり前のことが当たり前にできる）の雰囲気をつくる 

⑥外部人材の活用、交流を積極的に図り、生徒の地域社会に貢献する意欲を高めるとともに、信頼される学校づくりを推進する 

※取組前の目的の理解と取組後の振り返りを重視し、次の活動に繋げることで、生徒が変容・成長を実感できるようにしたい 

10年後、社会に出て、なっていたい自分を想像し、そのために何をするのか（目標・計画）を考える…志 


